
 

■参照マニュアル 
AREA SCANNER 

ユーザーズマニュアル

 

（マニュアル番号  

SCHG-701□）

AREA SCANNER を安全に正しくお使いいただくための情報、パ

ッケージの内容～設置～接続までの手順、設定ソフトウェアの

使用法、通信リファレンス、本体やセンサの性能や仕様の情報

などについて記載しています。 

■入出力回路 
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※1：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ I/O（D00～D15）は入力、出力共に使用可能となっています。 

   現在は出力としてのみ使用可能です。判定結果や、計測結果を割付けてご使用 

ください。 

※2：INPUT は RESET, TCH，BANK1，BANK2，BANK IN が対応しています。 

※3：OUTPUT は OUT3, ERROR，TCH OUT，BANK OUT が対応しています。 

※4：センサの入力がそのまま端子に接続されています。 

※5：センサの出力がそのまま端子に接続されています。 

※6：COMOUT は+24V に接続されています。 

※7：COMIN は 0V に接続されています。 

■ 外形寸法図 

 

取扱説明書 

形 F3ZP-M1N-FLK 

オムロン製品をお買いあげいただきありがとうございます。 

この製品を安全に正しくご使用いただくため、お使いになる前 

にこの取扱説明書をお読みになり、十分にご理解ください。 

お読みになった後も、いつもお手元に置いてご利用ください。 

オムロン株式会社 
© OMRON Corporation 2002 All Rights Reserved. 

6972126-0 H

AREA SCANNER 専用 

計測コントローラ 

■安全上のご注意 
本製品は安全性に係わらない領域でご使用されることを意図 

しております。本製品を以下の用途としてご使用し海外へ輸出 

される場合、海外の「法律」、並びに「製造者責任」に係わる問 

題が発生した場合につきましては、当社はその責を負いませ 

んのでご了承ください。 

1) 作業者の手その他身体の一部が危険限界に入り負傷す 

ることを防ぐ用途の安全装置としての使用 

2) 危険区域への侵入防止装置へ装着して、作業者の手その

他身体の一部を検知しドア・窓の開閉を行う検知器として 

の使用 

 

■お願 い  

(1) モード切り替えスイッチカバーは必ず閉じた状態でご使用 

ください。 

(2) モード切り替えスイッチを過大な力で操作しますと破損する

ことがありますのでご注意下さい。 

(3) モード切り替えスイッチカバーは取り外し式です。取り外す 

ときは目などを近づけないようにしてください。 

(4) この製品は分解、修理、改造をしないでください。 

(5) 形F3ZPの中には電池を使用しています。電池を火の中へ 

の投入などは絶対にしないで下さい。また廃棄する場合は、

産業廃棄物として処理してください。 

 

■正 しい使 い方  
(1)下記の設置場所では使用しないでください。 

① 直射日光があたる場所 

② 湿度が高く、結露する恐れのある場所 

③ 腐食性ガスのあるところ 

④ 本体に直接、振動や衝撃が伝わる場所 

⑤ 引火性、爆発性ガスの環境 

(2)配線・取付けについて 

① 通電前に電源電圧が使用最大電圧以下である事を確

認してください。 

② 高圧線、動力線とは別配管での使用を原則として下さ

い。同一配管されると誘導を受け、誤作動あるいは破損

の原因となる場合もあります。 

③ コードの延長は０．３ｍｍ２以上の線を用い、１００ｍ以下

としてください。 

④ 形F39-MC11と同時使用しないでください。誤動作、誤設

定の原因になります。 

⑤ 負荷は、定格以下でご使用ください。 

⑥ 負荷は短絡させないでください。負荷短絡保護機能を持

っていますが、長時間の短絡は避けてください。 

⑦ 端子の極性を確認し、誤配線のないようにご注意くださ

い 

⑧ 必ず定格検出距離内でご使用ください。 

⑨ 設定中(ＭＯＤＥ表示点灯中）に電源を切らないでくださ

い 

⑩ 制御システムは、形Ｆ３ＺＰの電源投入後１秒以上経過し

てから作動させてください。 

⑪ 電源およびF3ZPの接地はマイナス接地で接地してくださ

い。 

(3)清掃について 

有機溶剤の使用はお避けください。 

(4)電源について 

市販のスイッチングレギュレータをご使用の際はＦＧ（フレーム 

グランド端子）およびＧ（グランド端子）を接地してお使い下さい。

接地されませんと、スイッチングノイズにて誤動作することがあ 

りますので、ご注意ください。 

(5)本製品はクラスA製品です。家庭用環境において、本製品は電

波障害を起こすことがあります。この場合は、責任者が十分な

対策を講じてください。 

■形 F3ZP 通信設定 
モード設定スイッチにより、通信の設定変更を行ってください。 

※無通電状態で設定変更ください。 

通電状態で設定変更された場合は、エラーとなります。 

ＲＥＳＥＴ入力または電源再投入が必要です。 
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通信ポート設定

号機番号
設定スイッチ

終端抵抗スイッチ

POWER

MODE

RUN / ERROR

PNSPO

F3ZP-M1N-FLK
F3ZN CONTROLLER

ふたを開けると
設定スイッチがあります

データビット長設定

パリティ設定

ストップビット長設定

OFFでご使用ください

通信速度
設定スイッチ

■定格 
電源電圧 DC24V ±10% リップル(p-p)10%以下 

消費電流 50mA 以下 （センサの消費電流、出力電流は除く） 

接地 D 種接地 （接地抵抗 100Ω以下）  ＊従来の第三種接地 

接続センサ Ｆ３ＺＮ－Ｓ□□□□Ｎ□□-□□ 

センサ接続台数 最大３セットもしくは２４０光軸まで 

出力 負荷電源電圧 DC24V 以下、NPN オープンコレクタ出力（負荷電流 50mA 以下） 

入力 DC 入力 最大入力電圧：24V±10% 

動作電圧 ON 電圧：最小９Ｖ ／ OFF 電圧：最大 1.5V 、 入力電流 3mA 以下 

プログラマブル入出力ポート 

（Ｄ＊＊） 

アプリケーションにより、使用目的が異なります 

出力：負荷電源電圧 DC 24V 以下、NPN オープンコレクタ出力（負荷電流 30mA 以下） 

入力：DC 入力 入力電圧：24V±10% 、入力電流 3mA 以下 

動作電圧 ON 電圧：最小９Ｖ ／ OFF 電圧：最大１．５Ｖ 

接続 RS-232C ポート（D-SUB 9 ピンコネクタ）、RS-485 ポート（端子台） 

設定スイッチでどちらか一方を主通信ポートとして使用 

もう一方のポートも通信速度固定（9600ｂｐｓ）で通信可能 

通信プロトコル CompoWay/F 

号機 No. 00 ～ 15 (ロータリースイッチで設定) 

通信速度 9600, 14400, 19200, 38400, 57600, 115200bps (スイッチにより切り替え) 

通信機能 

データ構成(初期値) データビット 7、パリティ 偶数、スタートビット 1、ストップビット 2、フロー制御 無し 

表示灯 POWER：緑、MODE：緑、RUN：緑、ERROR：赤 

保護回路 電源逆接続保護、出力短絡保護 

応答時間（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ I/O） センサの制御出力 1(OUT1) ON → OFF の応答時間 × 3 （センサの接続数に関係なく） 

周囲温度 使用時：-10 ～ 55℃   保存時：-20 ～ 75℃ 

周囲湿度 使用時、保存時：10 ～ 90%RH （結露しないこと） 

絶縁抵抗 20MΩ以上 （DC500V メガー） 全端子－ケース間 

耐電圧 AC1000V 50 / 60 Hz 1 分間 漏れ電流 10mA 以下 

ケースの材質 ABS / PC 

付属品 RS-232C コネクタ（プラグ、カバー）、取扱説明書 

 
■配線図

■機能設定支援ソフト（形 F3ZP-CD100：別売）
Ｆ３ZＰには、機能設定支援を行うためのソフトウェアがあります。 

このソフトウェアをご使用いただくことで、Ｆ３ZＰの保有する機能の設定

変更を行うことができます。 

 

● 使用方法 

(1) CD-ROM（形 F3ZP-CD100）内からコントロ－ラ（形 F3ZP-M1N-FLK）の

Ver.（側面に記載）に合った setup.exe を実行し,後はセットアップの指示

に従ってインストールを行ってください。 

（CD-ROM の自動実行では、最新 Ver.の setup が起動します） 

(2) ご使用のパソコンと形 F3ZP をシリアルケーブルで接続してください。

シリアルケーブルは市販の RS-232C クロスケーブルがご使用いただけ

ます。 

(3) インストール完了後、[スタート]→[プログラム]→[OMRON]→[AScan] 

→[AScan]を実行してください。 

(4) 通信設定をコントローラに合わせ行ってください。 

(5) 通信設定が正常に行われた後、コントローラと接続され設定が可能に

なります。 

機能設定支援ソフト（形 F3ZP-CD100）の詳細な使用方法については、

CD-ROM 内のユーザーズマニュアルを参照してください。 

 
※ ソフトウェアのインストールについて 

CD-ROM ケース裏に記載してますソフトウェア使用許諾契約書に同意

していただける場合にのみケースをご開封ください。 

また、設定変更を行った後は必ず動作確認を行ってください。 

エリア スキャナ 

主通信ポート 
DIP SW No.4 を使用して設定します。 

DIP-SW No.4 主通信ポート 
OFF RS-232C（初期値）

ON RS-485 
データビット長 

DIP SW No.5 を使用して設定します。 
DIP-SW No.5 データビット長 

OFF 7（初期値） 
ON 8 

パリティ 
DIP SW No.6 を使用して設定します。 

DIP-SW No.6 パリティ 
OFF 偶数（初期値） 
ON 無し 

ストップビット長 
DIP SW No.7 を使用して設定します。 

DIP-SW No.7 ストップビット長 
OFF 2（初期値） 

ON 1 
終端抵抗 

DIP SW No.0 を使用して設定します。 
DIP-SW No.0 終端抵抗 

OFF 未接続（初期値） 
ON 接続 

※終端抵抗は RS-485 を使用して通信を行う時 
一番端のコントローラのみ ON にしてください。 

 

 

CompoWay/Ｆで使用する号機番号 
シリアル通信（CompoWay/F）で使用する号機番号は、図の 
号機番号設定スイッチ（ロータリースイッチ）によって設定します。 
ロ－タリ－スイッチと号機番号の関係は以下の通りとなります。 

ロータリースイッチ 号機番号 
0 0（初期値） 
1 1 
・ 
・ 

・ 
・ 

9 9 
A 10 
B 11 
C 12 
D 13 
E 14 
F 15 

通信速度 
DIP SW の 1 ～ 3 を使用して設定します。 

DIP SW No. 

1 2 3 
スピード 

OFF OFF OFF 9600bps（初期値） 
ON OFF OFF 14400bps 
OFF ON OFF 19200bps 
ON ON OFF 38400bps 
OFF OFF ON 57600bps 
ON OFF ON 115200bps 

 

・ ・

RS-232C 

クロスケーブル

RS-232C ポート

シリアルコミュニケーションボード

RS-485 ポート 

RS-485 ケーブル

受光器コネクタ

RS-485 端子 

DA/DB 

投光器コネクタ 

モード設定 

スイッチ 

DOS/V シリーズ

(RS-232C 9P)

PLC

PLC,負荷などへ

－

24V DC

＋ 第３種接地 

RS-232C ケーブル配線

RS-485 ケーブル配線

投光器 受光器

F3ZN シリーズ 

※ 使用する通信ポートはモード設定 

  スイッチで設定してください。 

D00～D15 
へ接続 

投光器コネクタ 

ケーブルはシールド付きツイストペア
ケーブルをご使用下さい

接続する外部機器

信号名

DA

DB

F3ZP

信号名

DA(-)

DB(+)

シールドされたケーブルをご使用下さい

接続する外部機器

*
*

ピンNo.

*

SD
RD
SG

信号名
F3ZP

信号名
2
3

ピンNo.

5

SD
RD
SG

ご使用に際してのご承諾事項 
下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書

などによりご確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い

方や、万一故障があっても危険を最小にする安全回路などの安全対策

を講じてください。 

a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途ま

たはカタログ・取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用 

b)原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽

機械、安全装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備 

c)人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置 

d)ガス、水道、電気の供給システムや 24 時間連続運転システムなど高

い信頼性が必要な設備 

e)その他、上記ａ）～ｄ）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途 
*上記は適合用途の条件の一部です。当社のベスト、総合カタログ、データー

シート等最新版のカタログをよく読んでご使用ください。 

 
 

相談室TEL No.

はさみマーク






